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平成２５年度活動を振り返って

会 長

平成２５年度も３月を迎え、１年間の任期を何とか終えることが出来そうになりました。本年

度は、年間の事業計画（納涼大会から正月の餅つき大会まで）をほぼ予定通り終えることができ

ました。多くの方々の参加をいただき、親睦を図るという自治会の目的の一つは達成できたと思

いますが、非常時を想定した防災訓練の参加は今一つで、安否確認をどう確実に行うかという課

題も残しました。防災については防災協議会で議論・検討を進めていただいておりますので今後

改善の方向が示されることを期待しています。

また、民生委員の改選の時期にあたり、選出に向け活動をしましたが、不調に終わるという結

果になりました。自治活動の重要な面を担っている民生委員の選出に向けての活動は今後も継続

しなければなりません。

なにはともあれ「継続は力なり」。役員をはじめ自治会の皆さんの多大な協力に深く感謝いた

します。感謝、感謝。

1-524 天野
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ウェルシークラブ 会長

3年前に起きた「東日本大震災］は、公民館まつりの前日でした。次の日さっそく公民館まつりの

会場で募金箱を作り 来場の方々に募金を呼 びかけました。以来、老人会では東北支援のために、

住民のみなさまのご協力のもと、フリ－マーケットなどで４回にわたり義援金をおくる活動をしてま

いり ました。

この大災害は、いまだ我々の心の傷となっており、地縁血縁のない者にとっても、何かできること

はないのかと、思う日が続きます。

年寄りの力はほんの少しですが、残りの時間と力を人々 のために使うことで、自分達も生きる力

をもらえているのだと思っています。

今年は地元のミカンも送りました。こんな気持ちのある方、ぜひ会員になってください。お待ちし

ています。

6-301 岩堀


